
２０２２年度 ２０２３年度

重点事業名 指標 取組 実施内容 評価 今後の予定 実施内容 評価 今後の予定 備考

（１）山林や竹林の再生・整備 （１）山林や竹林の再生・整備 （１）山林や竹林の再生・整備 （１）山林や竹林の再生・整備

・小野路エリアにおいて、新たな2団体へ里山で活動を行えるよう、
林野庁の交付金の活用支援を行なった結果、未利用の市有山林
（約17,000㎡）の再生に着手しました。

・小山田及び小野路エリアにおいて、里山で活動している既存の3
団体と新たな取り組みについて協議した結果、未利用の市有山林
（約8,000㎡）の活用を図りました。

・相原エリアにおいて、民有人工林（約77,000㎡）の間伐を実施して
います。（2023年3月中旬完了予定）

・引き続き、既存の団体等に未利用山林活用の働きかけを行い、
山林や竹林の再生・活用面積の拡大につなげます。

・水源のかん養や生物多様性の保全など森林の公益的機能の回
復を図るため、相原エリアの人工林（約70,000㎡）の間伐を実施し
ます。

・近年被害が拡大しているナラ枯れについて、現地調査と計画的な
伐採を行い、山林の再生を図ります。

・小野路エリアにおいて、既存の団体と未活用の市有山林約
17,000㎡の活用について協議し、山林の活用を図りました。（累計
42,000㎡）

・相原エリアの人工林（約62,000㎡）の間伐を実施しました。
2021年度から2023年度までの3年間で合計（約212,000㎡）、全体
の30％以上の間伐を実施し、事業を終了しました。

・小野路・小山田エリアの市有地におけるナラ枯れ被害の対応に
ついて、2023年度から概ね3年間で枯損木の伐採を行う計画を立
て、2023年度は小野路エリアの奈良ばい谷戸の伐採を実施しまし
た。

・引き続き、既存の団体等に未活用山林の活用の働きかけを行い
ます。

・引き続き、ナラ枯れ対策の伐採を実施します。
2024年度は鶴見川源流保水の森の調査及び枯損木の伐採を行う
予定です。

（２）農地の再生・整備 （２）農地の再生・整備 （２）農地の再生・整備 （２）農地の再生・整備

・小野路エリアの耕作が行われていない市有農地（約1,300㎡）を整
備しています。（2023年3月中旬完了予定）

・三輪エリアの耕作が行われていない民有農地（約1,600㎡）を市内
の社会福祉法人に斡旋しました。（2023年4月からの貸借を予定）

・農地の保全と営農活性化を図るため、小野路エリアの耕作が行
われていない農地（約1,100㎡）の整備を行います。

・小野路エリアの未利用農地約700㎡を整備しました。
同地の農地約3,000㎡の整備を完了し、農業従事者に斡旋しまし
た。

未利用農地の整備にあたっては、町田市農業研修農場における研
修修了生の就農用農地としての活用を図るなど、計画的に実施し
ます。

（３）森林環境譲与税を活用した広域連携による山林の再生 （３）森林環境譲与税を活用した広域連携による山林の再生 （３）自治体間の連携による里山環境の再生や活用 （３）自治体間の連携による里山環境の再生や活用

・都が主催し、一部の特別区と森林（主に人工林）を所有する6市町
村が参加する、森林環境譲与税の活用と森林整備について協議
する会議体にオブザーバーとして参加しました。

・市内の木材（広葉樹）の活用にあたり、多摩産材の認定や森林環
境譲与税活用に関して東京都と意見交換を実施しました。

・引き続き、東京都や関係する自治体等と連携を図り、自治体間連
携や森林環境譲与税の活用についての情報収集を行います。

・都内の自治体が連携して都内における森林整備やカーボンオフ
セット、現場体験、木材利活用などの事業に取り組む「多摩の森」
活性化プロジェクト推進協議会（2023年7月発足）への2024年度か
らの参加に向けて、東京都及び参加自治体と協議を行いました。

・2024年度から協議会に参加します。
協議会自治体（山間部自治体）や事業者と連携し、山林の再生や
資源の活用に取組みます。

（１）里山資源の活用に必要なインフラ整備 （１）里山資源の活用に必要なインフラ整備 （１）里山資源の活用に必要なインフラ整備 （１）里山資源の活用に必要なインフラ整備

・小山田エリアの山林の再生を目的に、資材の搬出入や伐採木の
搬出に必要な作業路整備のための測量を実施しました。

・山林の再生と活用を図るため、資材の搬出入や伐採木の搬出に
必要な作業路整備のための設計等を行います。

・小山田エリアの作業路整備について、隣接する地権者に複数の
ルート案を示して協議を行い、整備の方向性を決定しました。

・引き続き、作業路整備に向けて隣接地権者と協議のうえ測量を
実施し、道路の線形を確定します。

（２）連携・協働による里山環境の活用（企業と連携した取組） （２）連携・協働による里山環境の活用（企業と連携した取組） （２）多様な主体との連携・協働による里山環境（資源）の活用 （２）多様な主体との連携・協働による里山環境（資源）の活用

・宮崎県の企業および地域の団体と連携し、小野路エリアの竹（幼
竹）を活用した加工食品（メンマ）を試作しました。

・市内の製材企業や滋賀県の工房と連携し、伐採した街路樹（けや
き等）を活用した木組みの玩具を試作しました。

・岐阜県の家具メーカーと連携し、伐採した街路樹（けやき等）を活
用したイスやテーブルを試作しています。（2023年3月下旬完成予
定）

・小野路エリアの未利用の市有山林（約30,000㎡）について、企業
とともに現地を確認し、木材活用の可能性や課題を確認しました。

・加工食品（メンマ）生産の事業化に向けて、企業とともに課題の洗
い出しを行い、課題解決に向けた方策を検討します。

・2022年度に試作したイスやテーブル、玩具の利用促進を図るた
め、市内外の事業者に周知します。

・未利用山林の活用について、確認した課題を解決するための方
策や、事業の採算性などを検討します。

・商工会議所や市内事業者と連携し、放置竹林の課題解決につな
がる取組として、幼竹を活用したメンマづくりを試行し、市内産メン
マの事業化について意見交換を行いました。

・三輪エリアの学校法人及び相原エリアの一般財団法人が所有す
る山林の活用について、木材事業者も交え意見交換を実施しまし
た。

・「多摩の森」活性化プロジェクト推進協議会への2024年度からの
参加に向け、東京都及び参加自治体と協議を行いました。（再掲）

・木材や竹材などの里山資源の活用について、事業者との意見交
換により判明した課題の解決に向け、引き続き関連事業者との意
見交換を実施するなど情報収集に努めます。

・2024年度から協議会に参加します。
協議会参加自治体（都市部自治体）に、里山環境の活用について
働きかけを行います。

（１）参画しやすい環境の整備 （１）参画しやすい環境の整備 （１）参画しやすい環境の整備 （１）参画しやすい環境の整備

・里山での活動に興味を示す企業とともに現地を確認し、里山環境
を活用した取組に参画するために必要な諸条件について確認しま
した。

・確認した課題の解決に向けて、引き続き企業や団体とともに検討
します。

・小山田エリアに整備する拠点施設について、里山環境の再生と
活用の拠点となり、里山に関わる人を増やす施設として整備する
方向性を定めました。

・拠点施設の整備に向けて、基本構想で整理した課題を解決する
ため、事業者へのマーケットサウンディング調査を実施します。

（１）新たな担い手の確保に向けた取組 （１）新たな担い手の確保に向けた取組 （１）新たな担い手の確保に向けた取組 （１）新たな担い手の確保に向けた取組

・小野路エリアにおいて新たに2団体へ里山資源を活用した取組に
参画できるよう、働きかけや支援を行い、山林の再生に着手しまし
た。

・市内の公園や緑地、農地、里山等「みどり空間」の活用を推進す
るため、官民の多様な主体が連携し、団体間の連携促進、情報発
信、マッチング実現といった役割を担うプラットフォームの構築に向
け、関連する団体等による意見交換会を実施しました。

・引き続き、地域の団体や市内外の企業、学校法人などに対して、
里山環境の活用に向けた働きかけを行います。

・意見交換会に参加した団体等が中心になり、２０２３年度内のプ
ラットフォーム構築を目指します。事業の実施にあたっては、企画し
た事業に賛同する団体等による実行委員会を立ち上げ事業を実
施します。

・プラットフォームとなる官民連携体制「まちだみどり活用ネットワー
ク」を構築しました。実行委員会を立ち上げ、7月に公園でみどりを
身近に感じられるイベント、11月に農園で生きものに関するワーク
ショップを、様々な担い手の連携により実施しました。

・地域の団体や法人、施設管理者などにおいて、里山資源を活用
したワークショップや自然環境を学ぶ勉強会など、里山への興味関
心を促す取組を実施しました。

・活動する団体などの取組が新たな担い手の確保につながるよう、
必要な支援を行います。

・引き続き「まちだみどり活用ネットワーク」により、持続的にみどり
を活用する取組を検討し実施します。取組やホームページ・SNS等
を通じて周知を図り、新たな担い手の参加や連携を促進します。

（２）地域・団体・企業等と連携した取組 （２）地域・団体・企業等と連携した取組 （２）地域・団体・企業等と連携した取組 （２）地域・団体・企業等と連携した取組

・小山田エリアにおいて、地域の住民や団体、企業と連携し、小学
生を対象としたイベント「里山体験クラブ2022冬」を企画しました。
（天候不良により中止）

・引き続き、地域の住民や団体と連携し、里山体験イベントを実施
します。

・小山田エリアにおいて、地域団体や地域の事業所などと協働し、
12月に里山体験イベントと清掃活動を実施しました。

・小野路エリアにおいて、町内会や公共施設の指定管理者と協働
し、1月に里山の散策と清掃活動を実施しました。

・三輪エリアにおいて、鶴川地区協議会と連携し、地域のみどり（里
山）を知り、活動への参画につなげることを目的とした「鶴川里山勉
強会」を実施しました。

・引き続き、地域や団体、企業などと連携した取組を実施します。

（３）企業版ふるさと納税の事業エントリー （３）企業版ふるさと納税の事業エントリー （３）企業版ふるさと納税の事業エントリー （３）企業版ふるさと納税の事業エントリー

・企業を対象としたふるさと納税の事業に「里山環境の活用と保
全」を位置づけパンフレットを作成しました。

・企業版ふるさと納税の制度を通じて、まちだの里山の取り組みを
ＰＲします。

・企業版ふるさと納税について、寄付の使い道を「里山環境の保全
を行う団体の活動の支援」と具体的に示し、寄付しやすい環境を整
えました。

・企業版ふるさと納税の制度を通じて、まちだの里山の取り組みを
ＰＲします。

まちだの里山の来訪者数（※）

企業等へ情報を
発信し、活動の
参画を促進しま
す

・企業を対象としたふるさと納税の事業に「里山環境の活用と保
全」を位置づけパンフレットを作成しました。（再掲）

・既存の活動団体と協働し、ＳＮＳにて小野路エリアの里山の風景
や団体の活動を発信し、参画を促しました。

・企業と連携し、農産物の収穫体験や里山の食材を使った料理教
室や散策などを体験する「里山体験モニターツアー」を実施しまし
た。

○

・企業版ふるさと納税の制度を通じて、まちだの里山の取り組みを
ＰＲします。

・引き続き、まちだの里山での活動の様子や里山の魅力を発信し、
里山での活動の参画につなげます。

・体験モニターツアーの結果を踏まえ、企業と連携して今後の事業
化に向けた検討を行います。

・複数のメディアに小野路エリアで活動する団体が実施する放置竹
林に対する取組（メンマづくりワークショップなど）が取り上げられ、
多くの方に関心をもってもらうことができました。

・「まちだの里山」をメインニュースとした広報を発行し、様々な世代
へ里山の魅力や価値を伝えることができました。

・企業を対象としたふるさと納税の事業に「里山環境の活用と保
全」を位置づけパンフレットを作成しました。

・2022年度に引き続き、既存の活動団体と協働し、ＳＮＳにて小野
路エリアの里山で行うイベント参加者募集など活動を発信し、参画
を促しました。

◎

・引き続き、まちだの里山での活動の様子や里山の魅力を発信し、
里山での活動の参画につなげます。

・企業版ふるさと納税の制度を通じて、まちだの里山の取り組みを
ＰＲします。

※　まちだの里山の来訪者数
交流回遊拠点施設（小野路宿里
山交流館）の来館者数と奈良ば
い谷戸、鶴見川源流において実
施するイベント参加者数合計

※2023年度の成果（見込）につ
いて
里山交流館の12月末の来館者
数は22,886人です。月平均2,000
人として、交流館の来館者数見
込を28,886人としました。
また、イベントの参加者について
は、2022年度実績が3,283人で
あったことから2023年度の参加
者数を3,000人強と見込みまし
た。
2023年度の里山の来訪者数（見
込）を32,000人としました。

活動に参画する団体数（累計）活動に参画する団体や企業・
個人など、担い手の確保と支
援

◎

山林と農地の再生と活用 新たに山林再生に着手した面積

町田市里山環境活用保全計画
重点事業進捗状況確認シート
（2024年2月９日現在）

「まちだの里山」の戦略的な
情報発信

◎

②事業者等と連
携して里山の環
境・資源を活用
します

③里山で活動し
たい人を受け入
れる環境を整備
します

新たに活動を行
う団体等への助
言や支援を行い
ます

○◎

①山林と農地の
再生に取り組み
ます

※評価について

◎：当初予定以上 ○：当初予定どおり △：当初予定を下回る ×：当初予定を大幅に遅れている
資料 ２－１
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